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参加費

☆基調講演☆

「大災害でも困らない、持続可能なまちづ<り」
尾ス上正己氏 和歌山大学冨」学長 。理事 (観光学部教授併任)

<プロフィール>
尾ス土正己 (おきゅうどまさみ)1961年岡山県生まれ。
雲雀丘中高等学校教諭、兵庫県立西はりま天文台研究員、みさと天文台台長
経て、2003年から禾□歌山大学教授。

現在は、禾□歌山大学理事・副学長 (観光学部教授併任)

☆宝鰺醸蛛災感鱗蘊座☆
宝塚市総合防災課に、宝塚市の備蓄や災害対策本部体制などについて、
お話を伺います。市が、今、市民に求める自助とは何か。宝塚市の現状
を矢□り、正しく備える知識を身につけましょう。

☆3-ウシ菫ップ☆「マイ避難カードの作成」
ハザードマップを見ながら、マイ避難カードを作成します。ご家庭でし

_【墨きた上主茎害への備えの第―歩を学びましょう。

☆ 総 括 ☆ セミナーのまとめと質疑応答

<申込方法>
メール:hfo@「 networkjp〉 8:090-1660-1810(総務 :射場 (いば)まで)

主催 :宝塚市自治会ネットワーク会議  後援 :宝塚市・宝塚市社会福祉協議会
通の事業は、「公益財団法人ひょうご震災記念 21世紀研究機構」補助金を財源とする「ひょうご安全の国

推進県民会議Jの動成を受けて行つています。


